
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 庁費 0 0

翌年度へ繰越し（D) - - - -

4

0

0

【主な増減理由】
旅費単価や事業内容の見直し等による減少のため。

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

以下２つの事業を実施する。
（１）情報発信事業
ユネスコ「世界の記憶」及び記録物の保存とアクセス提供の重要性に関して、広く一般に向けた情報発信を行い、ユネスコ「世界の記憶」の知名度の向上をはかるとともに、ユネ
スコ「世界の記憶」の事業趣旨である世界的に重要な記録物への認識の向上及び保存やアクセスの促進をはかる。
（２） 研修事業
ユネスコ「世界の記憶」の国際登録及び地域登録の申請に向けて、我が国としてよりふさわしい案件をユネスコに推薦するため、ユネスコ「世界の記憶」国際登録及び地域登録に
申請を検討している個人や団体に対して、事業趣旨や申請準備等に関する研修を運営する。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - 4.9

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 6.4 5.8 5.5

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - 6.4 5.8 5.5

- - -

-

-

-

-

令和4年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

ユネスコ「世界の記憶」への我が国からの登録案件数は、国際登録が7件（うち共同申請2件）、地域登録が1件の計8件となっている。ユネスコ「世界の記憶」の国内における認知
度は世界遺産などと比べて低く、ユネスコ「世界の記憶」の趣旨、目的、及び登録されることのメリットが感じられにくいという現状がある。

令和6年度要求

-

0

2023 文科 22 0503

文部科学省

政策 13　豊かな国際社会の構築に資する国際交流・協力の推進

事業の目的
（5行程度以内）

ユネスコ「世界の記憶」は、世界的に重要な記録物への認識を高め、保存やアクセスを促進することを目的とし、ユネスコが1992年に開始した事業の総称。本事業を代表するもの
として、人類史において特に重要な記録物を国際的に登録する制度が1995年より実施されている。令和３年４月のユネスコ執行委員会において制度改正が終了し、平成 29 年か
ら凍結していた登録事業が再開された。一方でユネスコ「世界の記憶」の国内における認知度は低く、ユネスコ「世界の記憶」の趣旨、目的、及び登録されることのメリットが感じら
れにくいという現状を踏まえ、我が国として制度に沿ったよりふさわしい案件をユネスコに推薦するため、ユネスコ「世界の記憶」に対する国民の理解促進及び機運醸成の促進、
並びに申請を検討する機関への支援を行うことを目的とする。

国際統括官付
国際戦略企画官
本村　宏明

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
ユネスコ活動に関する法律（第4条第1項）

関係する
計画、通知等

-

事業名 ユネスコ「世界の記憶」に関する国内推進体制の構築 担当部局庁 国際統括官付 作成責任者

事業開始年度

施策 13-2 国際協力の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211224-mxt_kanseisk02-000019646_13-
2.pdf

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/unesco/015/1342621_00004.htm

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 5.8

5

77%

0

執行率（％）
=(G)/(F)

- - 77%

国際交流・協力推進費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

(目)

(目)

0

　

　

　

(目)

0 0

0

国際協力推進事業委託費

諸謝金

職員旅費

委員等旅費

その他

5.5

(目)

(目)



作成したコンテンツを研修会等で活用することによって、長期的に「世界の記憶」に対する認知度向上や理解促進を目指す。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

1- 1

成果実績 -

64.2％

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

令和3年度 令和4年度

2,606

目標値 回 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

1

紙媒体または電磁媒体で配布・配信したコンテンツを、「世界の記憶」国内申請者向け研修会等で活用し、「世界の記憶」について分かりやすく紹介し、事業に対
する理解促進を図る。

-

3,000

5

- -

アウトカム設定について
の説明

-

10
成果目標及び成果実績

①-3
（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度
年度

広く一般の国民に向けた、ユネスコ
「世界の記憶」の知名度の向上及び事
業趣旨の理解促進。

ユネスコ「世界の記憶」の文部
科学省HPを訪れた人の数

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

広く一般の国民に向け、「世界の記
憶」の情報発信を行うコンテンツを作
成し、配信・配布する。

情報発信事業を通じて作成し
たコンテンツ数

活動実績

定量的な成果指標 単位

回 -

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 回

- -

1

活動目標 活動指標

-

達成度 ％

作成したコンテンツを活用し、ユネスコ
「世界の記憶」事業にかかる周知を図
る。

作成したコンテンツの配布部
数や閲覧回数（令和4年度に
おいては、YouTubeにおける
動画の再生回数）

成果実績 回 - -

-

情報発信事業
ユネスコ「世界の記憶」及び記録物の保存とアクセス提供の重要性に関して、広く一般に向けた情報発信を行う。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文科省調べ

令和2年度 令和3年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文科省調べ

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

14,107

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 - 13,313 9,405

目標値 人 - - 14,650



研修会を通して「世界の記憶」の事業趣旨や申請制度について理解を深めたり、申請にかかる支援を行い、我が国としてふさわしい案件が国内申請されるよう機運の醸成を図る。

研修事業
ユネスコ「世界の記憶」の国際登録及び地域登録に申請を検討している個人や団体に対し、事業趣旨や申請準備等説明に関する研修会を実施する。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度

活動内容②
（アクティビティ）

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

ユネスコ「世界の記憶」の国際登録及び地域登録に
申請を検討している個人や団体に対し、事業趣旨や
申請準備等説明に関する研修会を実施し、申請に向
けた支援を行う。

研修に参加した人数
活動実績 人 - - 19 0 -

当初見込み 人 - - 30 30 40

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
研修会を通して参加者がユネスコ「世界の記憶」の事業趣旨や申請制度について理解を深め、申請に向けて準備を行えるよう支援する。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

5 年度

ユネスコ「世界の記憶」に申請を検討
している個人や団体が、事業趣旨や
申請準備等について理解を深める。

研修参加者に対して実施する
事後アンケートにおいて、全
体の満足度が9割を超える。

成果実績 ％ - - 92 -

目標値 ％ - - - 93

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文科省調べ

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文科省調べ

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

8 年度

我が国としてよりふさわしい案件が国
内申請されるよう、国内申請案件数の
増加を目指す。

ユネスコ「世界の記憶」への国
内申請案件数

- 11 - -

目標値 件 - - - 12

達成度 ％ - - - -

成果実績 件

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

令和2年度

0034

令和4年度 2022

文部科学省

文科 新22 0022

・アクティビティ①については、長期アウトカムの最終目標年度における目標達成に資するよう、アウトプット及び短期アウトカムの着実な達成を目指し、質の高いコンテンツの作成や作成したコンテン
ツの情報発信等に努める。
・アクティビティ②については、研修会の広報等を再検討し、アウトプットの達成を目指す。また、短期アウトカム及び長期アウトカムについても、目標年度に向け引き続き取り組む。
・令和4年度の執行率に鑑み、令和5年度の予算では、本事業全体の予算額や、アクティビティ①、②の予算額のバランスについて見直した。令和6年度概算要求にあたっては、これまでの成果実績
にも留意しつつ、引き続き執行率の改善に努めることとする。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

新22

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

活動内容①・②のアウトプット、短期アウトカム、長期アウトカムについて、設定できる年度については目標値や当初見込みを設定している。旅費単価や事業内容
の見直しを踏まえ、令和6年度概算要求額に▲0.2百万円を反映した。

事業内容の一部改善

縮減

平成26年度

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成30年度

平成23年度

目標年度における効果測定に関する評価（令和9年度実施)

-
点検結果

・アクティビティ①における企画競争では、3者応札となった。また、アウトプットでは活動見
込みを着実に達成することができた。一方、長期アウトカムについては前年度より実績が
およそ30%減少していた。この要因として、令和4年度には「世界の記憶」国際登録がなく、
それにより「世界の記憶」の文部科学省HPを訪れる人が減少したことなどが考えられる。
・アクティビティ②のアウトプットについては、実績が見込みよりおよそ30%少ない結果となっ
た。一方、短期アウトカムについては、目標を上回る水準で達成することができた。
・令和4年度では、執行率が77%であった。この要因として、本事業全体の委員等旅費や諸
謝金の執行率が見込みを下回ることが挙げられる。また、アクティビティ②の委託契約にお
ける確定額が当初の見込みより少額であることが挙げられる。

-

-

この事業は、外部有識者からの所見を踏まえ、全ての指標について目標水準を設定を検討すべきである。

外部有識者の所見

目標水準が設定されている指標と設定されていない指標が混在している。全ての指標について目標水準を設定すべきである。

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

-



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省
6.4百万円

職員旅費、委員等旅費等
1百万円

【研修事業】
A.民間企業・団体等

1.8百万円

【情報発信事業】
B.民間企業・団体等

3.2百万円

委託・企画競争委託・最低価格競争



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社ディレクションズ 9011002034968
「世界の記憶」に登録されている記録物を
取り上げた歴史トークイベントの開催 3.2

随意契約（企画
競争）

3 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社エス・イー・ティー・
クリエーション

3011101028125 研修会議の運営業務 1.1
一般競争契約
（最低価格）

1 87％ -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- - - -

- -

- - - - -

- - - 一般管理費 一般管理費 0.3

- - - 事業費 消費税相当額 0

0 事業費 諸謝金

0

一般管理費 一般管理費 0.1 事業費 消耗品費

旅費 0.1

0

事業費 消費税相当額 0 事業費

1.2

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

事業費 雑役務費 0.9 事業費

計 1 計 2.7

- -

借損料 0

-

- 事業費 通信運搬費

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 人件費 0 人件費 人件費 1.1

事業費 消耗品費


	行政事業レビューシート

